
別紙２ 

成果指標・目標の見直し一覧 

≪県他計画・国方針と整合を図るもの≫  

番

号 
成果指標 

H28 年度 

実績 

H29 年度 

目標 

H30 年度 

目標 

H31 年度 

目標 
変更理由 

若者の経済的・社会的自立への支援 

6 

現行 
新規高等学校卒業者の３年

以内離職率 

38.9％ 

(H25.3 卒） 

現状値より改善 現状値より改善 現状値より改善 ひろしま未来チャレン
ジビジョン改訂版との
整合を図る。 変更後 - 

常に 
全国平均以下 

常に 
全国平均以下 

安心して妊娠・出産できる体制の充実 

10 

現行 

分娩取扱施設に勤務する産
科及び産婦人科医師数（人

口 10 万人対） 

（次回調査H29） 
診療所 1.83 
病院 4.58 

(H23 全国平均) 

診療所 1.83 
病院 4.58 

(H23 全国平均) 

診療所 1.83 
病院 4.58 

(H23 全国平均) 
第７次保健医療計画
（周産期医療対策）
（H30.3策定予定）と整

合を図る。 変更後 

分娩取扱施設に勤務する産

科及び産婦人科医師数（15
～49歳女性人口10万人対） 

（参考）H26 全国
平均値 
診療所 8.4 
病院 23.4 

- 
全国平均値まで

増加 
全国平均値まで

増加 

11 

現行 

妊産婦死亡率及び周産期死
亡率 

妊産婦死亡率 5
位，1.58，周産期
死亡率 10 位 3.68 

妊産婦死亡率及
び周産期死亡率 

3 位 

妊産婦死亡率及
び周産期死亡率 

3 位 

妊産婦死亡率及
び周産期死亡率 

3 位 

第７次保健医療計画
（周産期医療対策）
（H30.3策定予定）と整

合を図る。 
変更後 

（参考） 
妊産婦死亡率 

0.8 
周産期死亡率  
（参考：全国） 
平均 3.8 

- 

妊産婦死亡率： 

直近 5 年間の平
均値を現状値で
維持 

周産期死亡率： 
直近 5 年間の平
均値を全国平均

以下で維持 

妊産婦死亡率： 

直近 5 年間の平
均値を現状値で
維持 

周産期死亡率： 
直近 5 年間の平
均値を全国平均

以下で維持 

12 
現行 

人口 10 万人対の医療施設

従事助産師数 
23.1 - - - 

第７次保健医療計画

（看護職員の確保・育
成）（H30.3 策定予定）
と整合を図る。 

変更後 就業助産師数 654 人 - 現状値より向上 - 

小児保健医療体制の充実 

17 

現行 

小児科標榜診療所に勤務す

る医師数及び小児医療にか
かる病院勤務医数 

（次回調査H29） 
病院 0.55 人 

診療所 1.67 人 
(H20 全国平均) 

病院 0.55 人 

診療所 1.67 人 
(H20 全国平均) 

病院 0.55 人 

診療所 1.67 人 
(H20 全国平均) 

第７次保健医療計画
（ 小 児 医 療 対 策 ）
（H30.3策定予定）と整

合を図る。 変更後 
小児科医師数（主たる診療
科） 

（参考） 
H28 全国平均値 
病院 63.4 人 
診療所 40.3 人 

- 
全国平均値まで

増加 
全国平均値まで

増加 

18 

現行 

死亡率等 

乳児死亡率 1.9 
幼児死亡率 0.48
小児死亡率 0.21 

常に全国平均を
下回る 

常に全国平均を
下回る 

常に全国平均を
下回る 第７次保健医療計画

（ 小 児 医 療 対 策 ）
（H30.3策定予定）と整

合を図る。 変更後 

(参考：全国平均) 
乳児死亡 2.1 
幼児死亡率 0.54
小児死亡率 0.23 

- 
直近 5 年間での
平均値を全国平

均値以下で維持 

直近 5 年間での
平均値を全国平

均値以下で維持 

障害のある子供への支援 

55 

現行 
児童発達支援センターの設
置圏域数 

6 圏域 7 圏域 7 圏域 7 圏域 第５期広島県障害福

祉計画・第１期障害児
福祉計画(H30.3 策定
予定)と整合を図る。 

変更後 
児童発達支援センターの設
置市町数 

（参考） 
9 市町（H29.9） 

- - 
23 市町 
（H32） 

56 

現行 
特別支援学校卒業者の就職

率向上 
※算出方法の変更 
卒業者のうち就労継続支援Ａ型事
業所への就職者を「含む」から「含ま
ない」就職率に変更 

38.4% 30.0% 30.0% 30.0% 文部科学省の「学校

基本調査」（平成27年
5 月 1 日時点）におい
て示された方法と整

合を図る。 

変更後 
（参考）28.9% 

(変更後の方法で 
算出) 

35.0% 36.5% 38.0% 

乳幼児期の教育の充実 

58 
59 

60 

現行 

「自然や人と積極的に関わっ
ている」ポイント数 

- - - 現状値より向上 
「遊び 学び 育つひ

ろしまっ子！」推推進
プラン（H29.2 策定）と
整合を図る。 

「身近な物を大切に扱い，自
分の持ち物を整頓する」ポイ
ント数 

「外で元気よく体を動かして

遊んでいる」ポイント数 

変更後 

「遊び 学び 育つひろしまっ
子！」推進プランに定める５

つの力が育まれている年長
児の割合 

- 74.0％ 76.0％ 78.0％ 

 



番

号 
成果指標 

H28 年度 

実績 

H29 年度 

目標 

H30 年度 

目標 

H31 年度 

目標 
変更理由 

「知・徳・体」のバランスのとれた子供の育成 

72 

現行 

体験活動を通して「自主性・
自立心」，「人間関係・コミュ

ニケーション能力」が向上し
た児童の割合 

83.5％ - - - 「教育委員会主要施

策実施方針」（H29.2
改訂）と整合を図る。 

変更後 
長期集団宿泊活動を通して
成長した児童の割合 

90％ 90％ 92％ 94％ 

76 

現行 朝食又は夕食を家族と一緒
に食べる「共食」の割合の増

加 

（参考） 

週平均 8.9 回

（H29） 

週平均 12 回以上 週平均 12 回以上 週平均 12 回以上 第３次広島県食育推
進計画（Ｈ30.3 策定予

定）との整合を図る。 変更後 - - 
週平均 11 回以上 

（Ｈ35） 

77 
現行 

3歳児でう蝕のない人の増加 
83.8％ 
（H27） 

85.0％以上 - - 
第２次広島県歯と口

腔の健康づくり推進
計画（Ｈ30.3 策定予
定）と整合を図る。 

変更後 - - 90％以上(H35 ) 

78 
現行 

12 歳でう蝕のない人の増加 67.4％ 

65.0％以上を維
持 

- - 
第２次広島県歯と口
腔の健康づくり推進

計画（Ｈ30.3 策定予
定）と整合を図る。 

変更後 - - 75％以上(H35 ) 

非行防止と立ち直り支援 

79 
現行 暴力行為発生件数（公立小・

中・高等学校） 

小学校 2.9 件 
中学校 8.8 件 
高等学校 2.6 件 

常に 
全国平均以下 

常に 
全国平均以下 

常に 
全国平均以下 

「教育委員会主要施
策実施方針」（H29.2
改訂）と整合を図る。 変更後 前年度件数以下 前年度件数以下 前年度件数以下 

 ※番号５６ 「就労継続支援Ａ型事業所」～一般企業への就職が困難な障害者に就労機会を提供するとともに、生産活動を通じて、その知識と能力の向上に 
必要な訓練などの障害福祉サービスを供給することを目的とする。 

  
 ≪目標達成（達成見込み含む）により見直すもの≫ 

番
号 

成果指標 
Ｈ28 年度 
実績 

H29 年度 
目標 

H30 年度 
目標 

H31 年度 
目標 

若者の結婚支援 

1 
現行 ひろしま出会いサポートセンター登

録者の成婚数 
75 組 

50 組 70 組 90 組 
変更後 90 組 140 組 190 組 

2 
現行 ひろしま出会いサポートセンター登

録者数（累計） 
8,241 人 

7,000 人 9,000 人 11,000 人 
変更後 10,800 人 15,000 人 20,000 人 

小児保健医療体制の充実 

20 

現行 

ワクチン接種率 

第１期麻しん 97.8％ 
第１期風しん 97.8％ 
第２期麻しん 93.6％ 
第２期風しん 93.6％ 

- - 

第１期麻しん 95.4％ 

第１期風しん 95.4％ 
第２期麻しん 93.0％ 
第２期風しん 93.0％ 

変更後 常に全国平均以上 常に全国平均以上 常に全国平均以上 

安心して預けられる環境整備の促進 

22 
現行 

認定こども園の設置数 111 施設 
106 施設 112 施設 116 施設 

変更後 133 施設 154 施設 174 施設 

広島県らしい子育て環境の整備の促進 

35 
現行 子育てスマイルマンションの供給戸

数（累計） 
1,848 戸 

- - 1,300 戸 

変更後 - - 2,000 戸 

37 
現行 

低床バスの導入の促進 
69.8％ 
（H27） 

62.9％ 65.0％ 67.7％ 

変更後 73.9％ 75.9％ 78.0％ 

女性の就業継続への支援 

40 
現行 

女性（25～44 歳）の就業率 
72.3％ 
(Ｈ27) 

71.5% 72.0% 72.5% 

変更後 - - 77.5％（H32） 

 
≪その他≫  

番
号 

成果指標 
H28 年度 
実績 

H29 年度 
目標 

H30 年度 
目標 

H31 年度 
目標 

変更理由 

児童虐待防止対策の充実 

46 

現行 

市町要保護児童対策地域協議会
の実務者会議開催回数（目標数

値：全市町の平均開催数） 

5.1 回/市町 5.3 回/市町 5.7 回/市町 6 回/市町 

市町の取組状況が，より反映

される指標に見直す。 
変更後 

市町要保護児童対策地域協議会
の体制強化が図られている市町数

（実務者会議を年６回以上開催す
る市町数） 

（参考） 
4/22 市町 

(変更後の方法で 
算出) 

8/22 市町 12/22 市町 17/22 市町 

社会的養護体制の充実 

48 
現行 施設入所児童のうち小規模グルー

プケアで生活する児童の割合 
21.1％ 

40.0％ 43.0％ 49.0％ 当初予定から計画を変更した
施設があるため目標数値を変

更 変更後 32.0％ 46.0％ 49.0％ 

 


